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図 2．ギンザケの地理的分布（State of the Salmon, a joint program of Ecotrust and The Wild 

Salmon Center による）．緑色は現在の産卵分布，黄色は限定的な産卵分布，赤色は過去の産

卵分布，青色は海での分布をそれぞれ示す．  

 

さけます情報  

サケ科魚類のプロファイル-11 ギンザケ 
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（長野県水産試験場 佐久支場） 

 

 
 ギンザケ（学名：Oncorhynchus kisutch，英名：

coho salmon，silver salmon）は，サケ科サケ属に

分類される太平洋サケの 1 種である．海洋生活期

の成魚は，その名のとおり体側が光り輝く銀白色

を呈し，体背部と尾びれ上葉には小黒点が散在す

る．産卵期を迎えた成熟魚は，体色が濃いオリー

ブ色またはえび茶色に変わるとともに，とくに雄

では体側に沿って帯状に赤い婚姻色が発達する

（図 1）．この婚姻色は個体によっては体全体に

広がり非常に鮮やかなものとなる．また，サケ属

共通の特徴として，雄は吻が伸長して鉤状に曲が

る，いわゆる“鼻曲がり”を示す．この特徴から，

成熟雄は“カギバナ（hooknose）”ともよばれる．

平均的な成魚のサイズは，体長 60～70 cm，体重

3～5 kg であるが，まれに 15 kg を越す大物もみ

られる． 
 

分布 

 アジア側の沿海州中部およびサハリンから北米

側のカリフォルニア州モントレー湾までの北太平

洋地域に広く分布する（図 2）．日本では索餌回

遊中の個体が沿岸で漁獲されることがある．過去

に北海道の川に迷い込みとして遡上した例がある

が（疋田 1956; 菊池ら 1998），恒常的な産卵は

みられない．1970 年代に北米から北海道に何度

か移植放流されたが（石田ら 1975, 1976; 奈良ら 
1979; 梅田ら 1981），いずれも定着には至らなか

った．北米，ヨーロッパ，南米，韓国など，世界

各地でも移植放流が多数行われてきたが，アメリ

カ五大湖を除いてほとんど成功していない

（Sandercock 1991）． 
 

図 1．ギンザケ成熟雄（撮影 Ian Fleming）．大きなカギバ

ナ（上・中）と早熟なジャック（下） 
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（Fleming and Gross 1993）．しかし，これはジャ

ックには当てはまらないようで，ふ化放流由来の

ジャックは野生のジャックと同等の繁殖成功を収

めるので（Thériault et al. 2011），ふ化場魚と野生

魚の間の交雑を助長し，結果的に野生魚の遺伝的

特性を損なう存在となりうるのである．したがっ

て，ギンザケ個体群を適切に管理・保全するため

には，回帰親魚の数だけを問題にするのではなく，

その中の代替生活史の頻度とその出自についても

注意を払う必要がある．同じことは，やはり雄に

河川残留型とよばれる代替生活史が存在するサク

ラマスなどについてもいえるだろう． 
 

資源と利用 

 ギンザケはほかの太平洋サケに比べて資源量が

小さい．近年の世界のギンザケ漁獲量をみると，

年間 2 万トン前後であり（図 4），太平洋サケ類

全体の漁獲量のわずか 2～3％でしかない．その

一方で養殖（海面）による生産量は現在年間 10
万トンを越え，タイセイヨウサケ，ニジマスに次

いで多い．最大の生産国はチリで，養殖ギンザケ

の実に9割が本来サケマス類の生息していない南

米で生産され，日本やアメリカなどに輸出されて

いる． 
 日本では，1975 年の宮城県志津川湾での試験

生産を皮切りとして海面養殖が始まった（奈良 
1992）．本来の分布域を外れた日本沿岸で行われ

る海面養殖は夏の高水温（20℃以上）を避ける形

で行われる．すなわち，10～11 月に内水面養殖

業者から購入した 150 g 前後の種苗を海中の生け

簀に移して飼養し，翌年 4～7 月に 1 kg 以上に育

った魚を順次出荷する．主要生産地域の三陸沿岸

を中心に，ピークの 1991 年には生産量は 2 万 7
千トンに達した（図 5）．しかし，その後ノルウ

ェーおよびチリ産サケマスの輸入増による価格低

迷などから生産量は大きく減少し，近年は年間 1
万トン強で推移している．国際的な需給動向の変

化の中，消費者の嗜好の変化に合わせた生食商品

の普及拡大や輸入品との差別化（ブランド化）な

ど，価格の安定を図るさまざまな努力がなされて

いるものの，生産者は不安定な経営を強いられて

いる． 
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図 5．ギンザケ国内養殖生産量の推移（農林水産省漁業・養

殖業生産統計による） 

 

 

 

図 4．世界のギンザケ漁獲量および養殖生産量の推移（FAO 

Fishery Statistic による） 
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